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第１１回ＮＰＴ再検討会議への出席等について（帰国報告） 

 

１ 概要 

  米国・ニューヨーク市で開催された第１１回ＮＰＴ再検討会議に出席し、国連・各国政府関

係者等に対して、スピーチや個別の面会を通じて、核兵器のない平和な世界を願うヒロシマの

心を伝え、具体的な核軍縮の進展を要請した。また、平和首長会議主催のサイドイベントとし

て、専門家の方々を交えて、ＮＰＴの重要性について議論した。さらには、広島県内で平和活

動に取り組む高校生及び大学生を「平和首長会議ユース（以下、ユースという。）」として派遣

し、平和首長会議主催ユースフォーラムの開催等を通じて、次代の平和活動を担う青少年の育

成を図った。 

 

２ 出張者 

  平和首長会議会長（広島市長） 松井 一實 ほか４名 

  

３ 出張期間（市長及び随行者４名） 

  令和８年４月２６日（日）～５月３日（日） ５泊８日 

 

４ 主な用務 

⑴ 第１１回ＮＰＴ再検討会議ＮＧＯセッションでのスピーチ（５月１日） 

   松井会長は、鈴木副会長(長崎市長)と共に平和首長会議の代表と

して行ったスピーチで、今世界で多くの武力紛争が続き、核兵器使

用のリスクは極限まで高まっている状況の下で、市民は、際限のな

い不安を抱えながら日々を送っていると訴え、ＮＰＴ体制の重要性

を再確認し、停滞する核軍縮を各国が誠実に進めるよう求めた。ま

た、被爆者の平和への願いを原点に始まった平和首長会議は、市民

社会とともに対話と連帯を広げ、草の根レベルでの取組を強

化することを宣言し、各国政府代表に対して、核抑止に依存し

ない真の平和の実現を願う市民社会の声を受け止め、対話による外交努力を通じて核軍縮・

不拡散を誠実に前進させることを願っていると訴えた。 

 

⑵ 各国政府代表等との面会 

ア 核保有国代表（４月２９日、３０日、５月１日） 

  松井会長は、核保有国であるロシア、英国、米国及びフランスの政府代表者に面会し、 

核兵器国が当事者となる紛争の拡大は、核兵器使用のリスクを極めて高めるものとして深

刻に懸念されることを訴えた。また、各国の立場や核軍縮へのアプローチ等について意見

交換を行い、この度のＮＰＴ再検討会議に先立ち、長崎市と連名で、米、英、仏、露、中の

５か国に対し発出した、ＮＰＴ体制の堅持を求める要請文を提示しながら、ＮＰＴ体制を

堅持するための確固たる決意を示すことが不可欠であることを強調し、平和首長会議とし

て、核保有国に対する市民社会の思いをしっかりと伝えた。 

松井会長によるスピーチ 
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イ 核保有国以外の各国代表（５月１日） 

  松井会長は、南アフリカ（第１回ＴＰＮＷ再検討会議議長国）及びカザフスタンの政府

代表者と面会し、両国が、広島・長崎の被爆の実相に理解を示し、核兵器の非人道性を深く

理解する重要なパートナーであることを伝えた。また、平和首長会議が都市レベルでの協

力を通じて、核兵器廃絶と平和文化の振興に向けた取組を強化していく姿勢を述べるとと

もに、南アフリカのマボンゴ大使にはＴＰＮＷ議長国としての協力、カザフスタンのウマ

ロフ大使には、平和首長会議の加盟都市の拡大、加盟都市間の連帯等、国際的拡大に向け

た協力を要請した。 

 

 

 

 

ウ 日本政府代表（４月２８日） 

  市川軍縮会議日本政府常駐代表と面会し、同席したユース代表

が、これまで取り組んできた平和活動について報告した。その後、

ユースから市川大使に対し、異なる立場や価値観を有する国々との

対話のあり方やこれから自分たちに何ができるのか等について質

問し、市川大使からは、対話と相互理解を重ね、共通点を見出すこ

との重要性や、日本の役割として、広島・長崎の被爆の実相を国際

社会に発信していく重要性について改めて共有され、平和活動に

取り組むユースにとって大変貴重な学びとなった。 

 

エ 国連関係者等 

（ｱ）グテーレス国連事務総長との面会（４月２８日） 

グテーレス国連事務総長は、昨年面会した時のやり取りを踏ま 

え、「平和首長会議には現在のＮＰＴ体制の後退を打ち破り、自治体 

の立場から国際的な平和活動を推進してほしい。」と述べられた。松 

井会長からは、平和活動を推進するためには、世界中の若者に被爆 

の実相を知ってもらうことが重要であり、世界の各都市で平和学習 

ができるよう支援をしてもらいたいと求めたところ、ＥＵの自治体 

組織との連携も視野に入れた若い世代への支援に協力したいとの 

発言をいただいた。 

市川軍縮会議日本政府常駐代表

（後ろ左から２番目） 

ザドロズニー米国国務省 
軍備管理・不拡散局 

核不拡散担当上級顧問（中央）  

ライリー軍縮会議英国 

政府常駐代表（左） 

ラザル=スリ軍縮会議フランス 

政府常駐代表（中央） 

ベロウソフ ロシア連邦 

外務省特命大使（左） 

マボンゴ南アフリカ 

国連常駐代表代理（中央） 

ウマロフカザフスタン

共和国国連常駐代表

（中央） 

グテーレス国連事務総長

（中央） 
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（ｲ）中満国連事務次長兼軍縮担当上級代表への署名の手交及び面会（４月３０日） 

ユース代表から中満国連事務次長に挨拶を行い、続けて今回集

まった３４，１１１筆の「『核兵器禁止条約』の早期締結を求める

署名」の目録を手交した。 

ユースから平和活動に向けての強い決意表明がなされるととも

に、中満国連事務次長からは、核軍縮は安全保障と密接に関わる

課題であり、幅広い知識と理解が重要であること、そして異なる

立場との対話を重ねることの重要性が示された。また、視野を広く

興味を持って色々なことを吸収し、これからも平和のために考え、 

声を上げて行動していただきたいと激励の言葉があった。 

 

（ｳ） ヴィエット第１１回ＮＰＴ再検討会議議長との面会（４月３０日） 

    ヴィエット議長は、今回のＮＰＴ再検討会議が極めて困難な状況下で

開催されていることを強調しつつも、各国が自らの主張を押し通せば、

解決を見出すことは不可能であるが、全ての国が、等しい程度の不満を

受け入れるのであれば合意は可能であるとの見通しを示した。松井会長

は、第１１回ＮＰＴ再検討会議議長としての調整力とリーダーシップに

敬意を表するとともに、ＮＰＴの枠組みを活かして粘り強く交渉を続

け、最終合意に向けて尽力していただくよう要請した。 

 

⑶  主催行事等 

  ア 平和首長会議ユースフォーラムの開催（４月２８日） 

    サイドイベントとしてユースフォーラムを開催し、ユース４

組を含む１０組の若者が、自らの平和活動を通して感じた平和

への思いを会場の聴衆に熱心に語り掛け、核兵器のない平和な

世界の実現に向けた思いを、それぞれの視点で訴えた。満席とな

った会場では、若者の発表後に、聴講者と登壇者の間で活発な意

見交換が行われたほか、登壇者からユースに対し、励ましの言葉

も寄せられた。 

 

イ 平和首長会議主催サイドイベント「Taking Stock of the NPT : Achievements, 

Persistent Challenges, and Emerging Opportunities」の開催（４月２９日） 

   新たな試みとして、国連軍縮研究所（ＵＮＩＤＩＲ）との共

催により開催されたサイドイベントでは、ＮＰＴの三本柱（核

不拡散・平和利用・核軍縮）について、専門家が各領域の詳細

な分析を発表した後、参加したＮＧＯ関係者やユース等とと

もに、将来の方向性や解決策について議論を行った。 

質疑応答の後、ＮＰＴ体制が大きな圧力に直面している現

状と、それでもなお維持・強化が不可欠であることを強調し

て締めくくられた。今回のサイドイベントの実施は、今後、 

ＵＮＩＤＩＲとの関係強化を図っていくための絶好の機会となった。 

 

 

ユースフォーラムの様子 

ヴィエット議長（中央） 

中満国連事務次長（中央奥） 

サイドイベントの様子 
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ウ  こどもたちによる“平和なまち”絵画展、ＶＲゴーグル体験（４月２７日～５月１日*） 

     *:絵画展については、当初予定していた５月８日までの展示期間を変更。 

    同会議の会期中、国連本部において、広島・長崎の被爆の実相や核兵器の非人道性、平

和首長会議の取組について理解を深めてもらうため、こどもたちによる“平和なまち”絵

画展及びＶＲゴーグル体験を開催した。４月２７日には、国光外務副大臣が展示を視察し、

松井会長及び鈴木副会長から平和首長会議の取組及び展示内容の説明を行った。    

国光副大臣は実際にＶＲゴーグルを体験され、「被爆の実相を一人でも多くの方に伝え、Ｎ

ＰＴの合意形成及び核兵器のない世界の実現に向け、引き続き発信に努めていきたい。」と

述べられた。また、他の体験者からも「映像があることでより理解することができた。」「是

非いろいろな場所で提供していただきたい。」といった反響があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑷  その他の出席行事 

 ア 日本被団協主催、広島市及び長崎市共催の国連原爆展オープニングセレモニーへの出席 

（４月２７日） 

  日本被団協の団体設立７０周年の節目に、被爆者の体験と二

度と誰にも同じ苦しみを味わってほしくないという願いを共有

することを目的として、国連で５回目となる原爆展が開催され

た。松井市長は、開会挨拶の中で、日本被団協が２０２４年にノ

ーベル平和賞受賞後も厳しい世界情勢が続く中、ＮＰＴ再検討

会議の場で原爆展を開催することは非常に意義深いことである

と強調し、ＮＰＴ再検討会議参加者の多くの方が、被爆の実相を

心に刻み、議論を深めてほしいと訴えた。会場では、原爆投下後 

の広島、長崎の惨禍を伝える写真パネルや被爆資料を写真に撮る 

人や、その説明を熱心に読む来場者の姿が見られた。 

 

イ 国連国際学校（ＵＮＩＳ）訪問（４月３０日） 

ＵＮＩＳ訪問では、鈴木長崎市長から被爆の実相について説明、  

続いて松井市長から、主に平和首長会議の取組についてスライドを  

使って説明し、広島・長崎を訪問して、直接被爆の実相に触れ、核 

兵器と平和について考えてほしいと生徒に訴えかけた。ユース代表 

からは、平和活動の取組などについて紹介され、若者による平和の 

発信や対話の重要性が提起された。 

 

  ウ 国連軍縮部、ポスターハウス（美術館）及び日本政府共催レセプション（４月３０日） 

国連軍縮部、ポスターハウス（美術館）及び国連日本政府代表部の共催により開催された

絵画展の様子 ＶＲゴーグル体験の様子 

講演の様子 

セレモニーの様子 
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レセプションには、山﨑国連大使、中満国連事務次長の出席の

下、ユースのほか、平和首長会議主催ユースフォーラムで発表

を行った若者や、ニューヨークで平和や核軍縮を学ぶ学生・大

学関係者やＮＧＯ関係者等、約１００人が招待された。 

山﨑国連大使、中満国連事務次長による開会挨拶後、前半は 

「核軍縮を進める上でのアートや創造的表現が持つ力の探求」

をテーマにアーティストらによるパネルディスカッションが行われ、 

後半は歓談の時間となり、ユースも他の学生と意見交換を行うなど 

同世代で親睦を深めた。 

レセプションの様子 


